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論 文 題 目 
キャ リア 探索 を促 す大 学 キャ リア 教育 に関 す る 研究 ： 

自己 制御 の視 点か ら進 路 選択 自己 効力 感の 機 能 に着 目し て 

論文の要旨 

本研 究の 目的 は、大 学 キャ リア 教育 にお いて 学生 の主 体的 なキ ャリ ア探 索を 促す た

めに は、ど のよ うな 教 育 的働 きか けが 有効 か を 明ら かに する こと で ある。こ の目 的を

達成 する ため に、関 連 す る先 行研 究の 整理 や 理 論的 な検 討を 行い 、目標 追求 時に おけ

る学 生の キャ リア 探索 に 関す る仮 説枠 組み を 設 定し 、定 量的 な検 証 を 行っ た。  

序章 では 、本研 究の 背景 およ び問 題を 整理 し たうえ で、目 的を 述べ た。第 1 章で は、

先行 研究 を整 理し た上 で 、従来 の大 学生 のキ ャリ ア探 索促 進に 関す る研 究に は、2 つ

の限 界が ある こと を指 摘 した 。1 つ目 は、従 来の 検討 が、個 人間 の 変動 に着 目し た上

で、自 己効 力感 とキ ャ リ ア探 索と の関 係を 明 ら かに して おり 、個人 内の 自己 効力 感の

変動 の効 果を 明ら かに し てい なか った 点で あ る 。2 つ目 は、自 己制 御の 視点 から 、目

標追 求時 のキ ャリ ア探 索 プロ セス につ いて 論 じ てこ なか った 点で あ る 。第 2 章で は、

それ まで の議 論を 整理 し た上 で、本 研究 の枠 組み を提 示し た。第 3 章で は、キャ リア

に関 する 授業 を受 けた 学 生を 対象 とす る調 査 の 結果 、自己 制御 の必 要性 の程 度が 高い

キャ リア 探索 行動 であ る ほど 、そ の影 響力 は 小 さく なる 可能 性が 明 らかと なっ た。こ

の結 果か ら、自 己制 御 の 必要 性の 程度 が高 い キ ャリ ア探 索行 動で は 、進 路選 択自 己効

力 感 が 高 ま っ た と し て も 必 ず し も キ ャ リ ア 探 索 が 促 さ れ な い メ カ ニ ズ ム の 存 在 が 示

唆さ れた 。第 4 章で は、キャ リア に関 する 授 業を受 けた 初年 次学 生 を対 象と する 調査

の結 果、学生 の進 路選 択自 己効 力感 が低 下し た場 合に 、上 昇し た場 合と 比べ て、学習

への 動機 づけ とイ ンタ ー ンシ ップ 参加 意欲 と の 正の 関係 が増 大す る こ とが わか った。

この 結果 から 、目標 追 求 時に おい て進 路選 択 自 己効 力感 の低 下し た 学生ほ ど、自 身の

キャ リア 探索 プロ セス や 目標 を再 認識 し、よ り積 極的 に自 己制 御資 源を 投入 しよ うと

する 可能 性が 示唆 され た 。第 5 章 では 、本研 究で行 った 2 つ の分 析結 果（ 研究 課題 1

およ び研 究課 題 2）を 統合 し、それ らが どの ような 意味 をも つの か につ いて 考察 を行

った 。初年 次キ ャリ ア 教育 にお いて 学生 のイ ンタ ーン シッ プへ の参 加意 欲を 上昇 させ

るた めに は、教 員に よ る学 習へ の動 機づ けの 上昇 およ び進 路選 択自 己効 力感 を低 下さ

せる 働き かけ が有 効で あ るこ とが 示さ れた 。言 い換 える と、目 標追 求時 の自 己制 御の

必要 性の 程度 が高 いキ ャ リア 探索 は、学 習へ の動 機づ けの 上昇 と進 路選 択自 己効 力感

の低 下に よる 相互 作用 に よっ て促 進さ れる こ と が明 らか とな った 。終章に は、本 研究

の結 論を 示し た。そ れ は 、目標 追求 とい うキ ャリ ア探 索の 準備 段階 であ る初 年次 学生
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には 、学習 への 動機 づ け を高 めつ つ、キ ャリ ア教 育受 講に おけ る進 路選 択自 己効 力感

の低 下と して あら わさ れ る「自 己制 御の 必要 性」を自 覚さ せる よう な取 り組 みが 、主

体的 なキ ャリ ア探 索の 促 進に 有用 であ ると い う こと であ る。  

本研 究で は、大学 生を 対 象と した キャ リア 探 索 領域 の研 究に 対し て 、以下 3 つの 研

究の 進展 をも たら し、貢献 した とい える 。1 つ目 は、目 標追 求時 の キャ リア 探索 を促

す進 路選 択自 己効 力感 の 在り 方に つい て新 た な 知見 を明 らか にし た 点 であ る。2 つ目

は、進 路選 択自 己効 力 感が 将来 のキ ャリ ア探 索に 与え る条 件に 対す る理 解が より 堅牢

にな った 点で ある 。3 つ目 は、本研 究を 展開 させる 概念 的な プロ セ スの ひと つの アプ

ロー チと して 「自 我の 枯 渇（ ego depletion）」 とい う視 点の 有効 性 が 示唆 され た点 で

ある 。 

しか しな がら 、本 研究 には 以下 の 5 つ の限 界が ある と考 える 。1 つ目 は、キ ャリ ア

探索 の自 己制 御の 必要 性 の程 度に つい て直 接 検 証で きな かっ た点 で あ る。2 つ 目は、

キ ャ リ ア 探 索 を イ ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 意 欲 と し て 検 証 を 行 っ た 点 と 学 生 の 学 習 能 力

（成 績等 ）の 影響 を統 制で きな かっ た点 であ る。3 つ 目は 、本研 究 の結 論は 一般 化さ

れた もの とは 言い 難い 点 であ る。4 つ目 は、キャ リア 探索 の持 続可 能性 につ いて 実証

的な 検証 がで きな かっ た 点で ある 。5 つ 目は 、本 研究 の調 査時 期と 本稿 の執 筆時 点で

キ ャ リ ア 探 索 環 境 が 異 な る 可 能 性 が あ り 、 今 後 の 応 用 に は 注 意 が 必 要 と な る 点 で あ

る。 今後 はこ れら の課 題 を踏 まえ 、検 証を 重 ね る必 要が ある 。 

以上 

 


